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一
般
会
計
予
算
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
寄
付
増
に
よ
る
基

金
積
み
立
て
６
０
０
０
万
円

な
ど
９
３
４
９
万
円
を
追
加

補
正
し
、
総
額
１
２
５
億
５

８
２
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
４
頁
参
照
）

平
成
30

年
度
の
一
般
会

計
、
国
民
保
険
ほ
か
各
種
特

別
会
計
、
お
よ
び
水
道
事
業

会
計
の
認
定
に
関
す
る
議
案

は
、
９
月
本
会
議
に
上
程
さ

れ
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付

託
、
委
員
会
に
よ
る
閉
会
中

審
査
に
お
い
て
認
定
す
べ
き

も
の
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
定
例
会
で
委
員
長
報
告
の

後
可
決
し
ま
し
た
。

（
７
頁
参
照
）

一
般
会
計
予
算

１
２
５
億
円
余
に

30
年
度
決
算
認
定

トイレ新設の陳情が採択された、脇本深田漁港

　定例会

脇本深田漁港内にトイレ新設を脇本深田漁港内にトイレ新設を

いかくら阿久根 交付金等調査をいかくら阿久根 交付金等調査を

人
権
擁
護
委
員

飛
松
　
博
之
氏
（
西
目
） 

新

人　

事

採
択

趣
旨
採
択

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
「
い

か
く
ら
阿
久
根
」
へ
の
交
付

金
調
査
、
運
営
停
止
の
原
因

究
明
等
を
議
会
に
求
め
る
陳

情
を
趣
旨
採
択
し
ま
し
た
。

農
業
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
有
害
鳥
獣
の
駆
除

を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
継

続
的
な
市
の
施
策
、
議
会
の

チ
ェ
ッ
ク
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
脇
本
地
区
深
田
漁
港

内
へ
の
ト
イ
レ
設
置
を
要
望

す
る
陳
情
は
採
択
し
ま
し
た
。

同
漁
港
は
漁
業
従
事
者
の
み

な
ら
ず
、
釣
り
客
な
ど
の
観

光
客
も
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

（
５
・
６
頁
参
照
）

※
当
該
２
件
は
、
市
民
か
ら

の
陳
情
に
よ
る
も
の
で
す
。

陳　

情

令
和
３
年
３
月
末
で
失
効

す
る
「
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
」
に
引
き
続
き
、

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

を
要
望
す
る
意
見
書
を
可
決
、

国
に
提
出
し
ま
し
た
。
当
市

は
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
、

国
の
負
担
や
補
助
率
の
か
さ

上
げ
、
事
業
経
費
を
過
疎
対

策
事
業
債
を
も
っ
て
財
源
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の

措
置
を
受
け
て
い
ま
す
。

（
13

頁
参
照
）

意
見
書
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責
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
市
区
長

連
絡
協
議
会
及
び
衛
生
自
治

会
の
連
名
で
「
議
員
の
住
民

へ
の
情
報
提
供
の
あ
り
方
に

つ
い
て
善
処
を
求
め
る
要

請
」
が
議
長
あ
て
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
11

頁
参
照
）

12月　

ガードレール復旧費用求め市訴訟提起ガードレール復旧費用求め市訴訟提起

ごみステーション等誤情報配布で問責決議ごみステーション等誤情報配布で問責決議

市
は
、
竹
原
信
一
議
員
に

対
し
、
同
議
員
が
市
道
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
落
書
き
や

必
要
以
上
の
錆
止
め
塗
装
を

行
な
い
、
復
旧
費
用
の
15

万

２
２
０
６
円
の
請
求
に
応
じ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
議
会

の
可
決
に
よ
り
、
同
費
用
と

遅
延
損
害
金
の
支
払
い
を
求

め
る
訴
え
を
起
こ
し
ま
す
。

竹
原
議
員
が
２
０
１
７
年
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
汚
損
し
た

こ
と
に
対
し
、
市
は
原
状
復

旧
を
同
議
員
に
求
め
ま
し
た

が
応
じ
る
こ
と
な
く
、
市
に

よ
る
復
旧
費
用
の
請
求
を
２

０
１
９
年
８
月
２
日
を
期
限

と
し
て
行
い
ま
し
た
が
、
納

入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

（
10

頁
参
照
）

市

竹
原
議
員
を
提
訴

竹
原
信
一
議
員
が
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
、
事

実
と
異
な
る
情
報
を
チ
ラ
シ

で
配
布
し
た
こ
と
で
、
市
民

に
誤
解
や
混
乱
を
与
え
か
ね

ず
、
自
治
会
の
名
誉
も
棄
損

し
か
ね
な
い
な
ど
と
し
て
問

議
会
は
問
責
決
議

陳
情
の
趣
旨
採
択

議
会
の
陳
情
へ
の
意
思
決

定
に
は
、
一
般
的
に
は
「
採

択
」
か
「
不
採
択
」
の
２
種

類
が
あ
る
。
陳
情
の
意
図
に

つ
い
て
は
理
解
で
き
る
が
、

実
現
性
の
面
で
確
信
が
持
て

な
い
と
い
っ
た
場
合
に
採
ら

れ
る
決
定
。

問
責
決
議

首
長
や
議
員
の
不
適
当
な

発
言
や
言
動
に
対
し
、
ふ
さ

わ
し
く
な
い
、
責
任
を
問
う

必
要
が
あ
る
と
議
会
が
判
断

し
た
場
合
に
提
出
さ
れ
る
。

過
半
数
で
可
決
さ
れ
る
が
法

的
拘
束
力
は
な
い
。

行
政
行
政･･

議
会
の
基
礎
知
識

議
会
の
基
礎
知
識

竹原議員が誤りを認めたチラシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹原議員が落書きしたガードレール

修正文も区長会からは異議が出されている

竹
原
信
一

議
員
を
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委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

※
委
員
会
と
本
会
議
の
審
査

結
果
は
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

予

算

委

員

会

濵
﨑
　
國
治
　
委
員
長

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
及
び
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
、

（
第
２
号
）
の
２
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

Ａ
Ｅ
Ｄ
等
を
購
入

委
員

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
・
心
肺
蘇
生
用

機
器
）
の
価
格
と
、
こ
れ
ま

で
の
現
場
で
の
使
用
実
績
は
。

消
防
参
事　

価
格
は
一
式
約

30
万
円
程
度
。
救
急
車
で
の

心
肺
蘇
生
事
案
は
、
平
成
30

年
で
20
件
。
救
急
車
以
外
で

の
一
般
住
民
の
使
用
を
含
め

ＡＥＤ講習の様子（鶴川内中学校）

児
童
扶
養
手
当
を
年
６
回

支
払
い
へ

委
員

　
児
童
扶
養
手
当
法
の

改
正
に
よ
り
支
払
い
回
数
が

増
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

具
体
的
な
支
払
い
は
ど
う
な

る
の
か
。

課
長　

法
の
改
正
に
よ
り
、

年
３
回
の
支
払
い
回
数
が
年

６
回
に
変
更
に
な
る
。
こ
れ

ま
で
４
月
、
８
月
、
12
月
の

年
３
回
の
支
払
い
で
あ
っ
た

が
、
令
和
元
年
11
月
か
ら
奇

数
月
に
一
回
に
付
き
２
カ
月

分
の
支
払
い
と
な
る
。
た
だ

し
、
今
年
度
は
移
行
期
間
と

し
て
年
５
回
の
支
払
い
と
な

る
。

委
員

　
心
身
障
害
者
福
祉
事

業
費
の
増
額
は
、
利
用
者
増

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の

程
度
の
増
加
か
。

課
長　

自
立
訓
練
事
業
は
、

30
年
度
実
績
月
平
均
11
件
か

ら
平
成
31
年
度
15
件
。
短
期

入
所
事
業
は
、
30
年
度
実
績

月
平
均
16
件
で
31
年
度
20
件
。

療
養
介
護
事
業
は
、
30
年
度

実
績
月
平
均
５
件
で
31
年
度

６
件
の
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
を

見
込
ん
で
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
増
加

委
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
額
を
１
億
２
千
万
円
か
ら

１
億
８
千
万
円
の
目
標
に
変

更
し
た
が
、
現
在
の
申
し
込

み
件
数
は
。

課
長　

令
和
元
年
11
月
現
在

の
申
し
込
み
件
数
は
、
４
５

０
３
件
で
、
６
千
万
円
増
額

の
見
込
み
で
あ
る
。

委
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
が
増

え
る
の
は
有
難
い
。
年
末
や

正
月
に
向
け
て
食
料
品
の
調

達
が
増
え
る
と
思
う
が
。

課
長　

昨
年
度
の
12
月
期
に

５
０
９
９
件
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
10
月

ま
で
に
昨
年
の
３
倍
近
い
申

し
込
み
が
あ
っ
た
の
で
、
今

後
ど
の
程
度
増
え
る
か
不
明

で
あ
る
が
、
２
倍
程
度
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

委
員

　
年
末
に
向
け
業
者
と

連
携
し
て
特
別
な
商
品
の
企

画
は
な
い
か
。

課
長　

特
に
な
い
が
、
季
節

商
品
と
し
て
柑
橘
系
、
タ
ケ

ノ
コ
物
が
多
く
な
る
と
思
う
。

小
学
校
に
支
援
員

委
員

　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
配
置
事
業
と
し
て
、

小
学
校
費
に
国
の
教
育
支
援

補
助
金
が
計
上
さ
れ
た
が
、

具
体
的
内
容
は
。

課
長　

文
部
科
学
省
の
教
育

支
援
体
制
整
備
事
業
費
補
助

金
を
活
用
し
た
事
業
で
、
教

員
の
事
務
の
補
助
と
し
て
、

学
習
プ
リ
ン
ト
や
学
級
だ
よ

り
の
印
刷
、
仕
分
け
、
テ
ス

ト
の
採
点
補
助
な
ど
、
ま
た
、

学
校
全
体
と
し
て
は
会
議
資

料
の
印
刷
、
製
本
な
ど
の
業

務
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
１
月
か
ら

３
月
ま
で
の
委
託
事
業
で
、

教
員
の
業
務
を
少
し
で
も
減

ら
す
の
が
目
的
で
あ
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
、
（
第
２
号
）
に
対
し

て
は
、
特
段
の
質
疑
、
意
見

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

原案可決

賛成多数

補正予算

全２議案

平
成
27
年
３
件
、
28
年
２
件
、

平
成
29
年
１
件
、
30
年
２
件

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
の
２
件

は
重
症
１
件
、
軽
傷
１
件
で

あ
っ
た
。

委
員

　
今
回
の
補
正
予
算
で

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

を
購
入
予
定
で
あ
る
が
、
ど

こ
に
配
置
す
る
の
か
。

消
防
参
事　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
赤

瀬
川
、
山
下
、
折
多
、
西
目

の
各
分
団
に
一
式
ず
つ
配
置

す
る
。

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
は
、
団

本
部
３
台
、
消
防
分
団
25
班

に
１
班
に
３
台
ず
つ
、
計
78

台
を
配
置
す
る
。

ふるさと納税返礼品の一部

（華鶴和牛・デコポン）
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総
務
文
教
委
員
会

濵
田
　
洋
一
　
委
員
長

災害弔慰金の支給等に

関する条例の一部改正

主
な
質
疑
と
答
弁

委
員

　
弔
慰
金
等
支
給
審
査

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
と
い

う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

課
長　

こ
れ
ま
で
設
置
は
な

か
っ
た
。

委
員

　
審
査
委
員
会
を
開
会

す
る
基
準
は
。

課
長　

死
亡
や
障
害
の
原
因

に
つ
い
て
、
自
然
災
害
に
よ

る
も
の
な
の
か
の
判
断
が
市

と
し
て
難
し
い
場
合
に
開
会

し
、
判
断
を
求
め
る
。

委
員

　
災
害
弔
慰
金
の
額
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

課
長　

生
計
を
主
と
し
て
い

た
者
が
死
亡
し
た
場
合
５
０

０
万
円
。
そ
の
他
の
場
合
は

２
５
０
万
円
で
あ
る
。

第
３
回
定
例
会
で
本
委
員

会
に
付
託
さ
れ
て
か
ら
採
決

に
至
る
ま
で
、
参
考
人
や
所

管
課
を
招
き
、
計
６
回
委
員

会
を
開
催
し
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
は
陳
情
者
か
ら
あ
っ

た
次
の
３
要
望
に
沿
っ
て
進

め
ま
し
た
。

一
、
平
成
30
年
度
い
か
く
ら

で
ジ
ビ
エ
肉
と
し
て
加

工
さ
れ
た
計
５
９
５
頭

の
肉
の
行
方
。

二
、
平
成
25
年
度
か
ら
30
年

度
ま
で
の
イ
ノ
シ
カ
肉

流
通
対
策
事
業
補
助
金

の
内
訳
調
査
。

三
、
平
成
25
年
度
か
ら
28
年

度
ま
で
の
解
体
残
渣
処

理
の
不
整
合
な
も
の
の

再
調
査
。

原案可決

全会一致

主
な
質
疑
と
答
弁

委
員
長

　
両
議
案
と
も
に
特

別
職
の
報
酬
、
給
与
に
関
す

る
改
正
で
あ
る
の
で
一
括
議

題
と
し
て
審
査
す
る
が
、
初

め
に
簡
潔
な
説
明
を
求
め
る
。

課
長　

条
例
改
正
の
主
な
内

容
は
、
議
員
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
、
年
間
０
・
05

月
分
引
き
上
げ
、
年
間
の
支

給
割
合
を
３
・
35
月
分
か
ら

３
・
４
月
分
に
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
市

長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
、

年
間
で
０
・
05
月
分
引
き
上

げ
、
年
間
の
支
給
割
合
を
３
・

35
月
分
か
ら
３
・
４
月
分
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

議員報酬及び費用

弁償等の改正

原案可決

賛成多数

市長等の給与に関

する条例の改正

原案可決

賛成多数

一般職に属する職員の

給与に関する条例改正

原案可決

賛成多数

主
な
質
疑
と
答
弁

委
員

　
住
居
手
当
を
改
正
す

る
こ
と
で
、
阿
久
根
市
の
支

出
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

か
。

課
長　

月
額
12
万
４
千
円
、

年
間
１
４
８
万
２
千
円
程
度

の
減
額
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。

委
員

　
今
ま
で
１
万
２
千
円

を
超
え
る
家
賃
に
対
し
支
給

さ
れ
て
い
た
住
宅
手
当
が
、

１
万
６
千
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
根
拠
は
何
か
。

課
長　

国
家
公
務
員
の
宿
舎

使
用
料
の
上
昇
を
考
慮
し
て
、

手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
家

賃
額
の
下
限
を
１
万
２
千
円

か
ら
１
万
６
千
円
に
４
千
円

引
き
上
げ
た
と
い
う
と
こ
ろ

が
根
拠
で
あ
る
。

委
員

　
県
内
で
も
、
鹿
児
島

市
と
阿
久
根
市
の
家
賃
の
水

準
は
全
く
違
う
。
同
じ
４
千

円
で
も
本
市
職
員
に
与
え
る

影
響
は
相
対
的
に
大
き
い
と

考
え
る
が
。

課
長　

現
在
、
２
万
８
千
円

か
ら
５
万
５
千
円
の
家
賃
で

あ
る
職
員
が
64
名
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
月
額
２
千
円
の
住
宅

手
当
の
減
額
と
な
る
。
一
方
、

家
賃
５
万
９
千
円
を
超
え
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
若
干
の

増
に
な
る
。

委
員

　
市
役
所
職
員
で
、
30

代
男
性
の
婚
姻
率
は
。

課
長　

30
代
男
性
の
約
56
％

が
未
婚
で
、
約
43
％
が
婚
姻

し
て
い
る
。

産
業
厚
生
委
員
会

岩
﨑
　
健
二
　
委
員
長

いかくら阿久根

に関する陳情書

原案可決

賛成多数

市
職
員
の

住
居
手
当
見
直
し
案
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参
考
人
と
の
質
疑

委
員

　
イ
ノ
シ
カ
肉
流
通
対

策
事
業
補
助
金
の
内
訳
調
査

と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ

と
か
。

参
考
員　

こ
れ
ま
で
に
交
付

さ
れ
た
補
助
金
１
億
３
千
万

円
余
り
に
つ
い
て
、
会
員
は

誰
も
内
訳
が
分
か
ら
な
い
た

め
調
査
を
お
願
い
し
た
い
。

委
員

　
補
助
金
が
出
て
い
る

こ
と
や
経
費
に
使
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
会
員
に
周
知
し

て
い
な
か
っ
た
の
か
。

参
考
員　

毎
年
の
総
会
で
収

支
に
つ
い
て
は
提
出
し
て
い

る
。
昭
和
40
年
来
そ
の
よ
う

に
し
て
き
た
。

委
員

　
補
助
金
に
つ
い
て
、

協
会
が
使
っ
て
い
い
も
の
な

の
か
、
そ
れ
と
も
会
員
に
支

払
わ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
か
、

そ
の
認
識
は
。

参
考
員　

謝
金
や
活
動
費
等

は
一
度
に
入
っ
て
く
る
が
、

市
か
ら
特
に
会
員
に
渡
し
な

さ
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ

た
。
ま
た
、
誰
に
幾
ら
と
い

う
明
細
も
な
い
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
慣
例
か
ら
協
会
で
運

営
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
認
識

で
あ
っ
た
。

所
管
課
と
の
質
疑

委
員

　
捕
獲
謝
金
に
つ
い
て
、

協
会
が
使
っ
て
い
い
の
か
、

会
員
に
支
払
う
べ
き
で
あ
っ

た
の
か
。

課
長　

監
査
の
指
摘
を
受
け
、

平
成
29
年
度
分
以
降
は
捕
獲

者
に
直
接
支
払
っ
て
い
る
。

委
員

　
捕
獲
隊
か
ら
、
い
か

く
ら
に
持
ち
込
ん
だ
ら
捕
獲

隊
か
ら
除
名
す
る
と
い
っ
た

趣
旨
の
文
書
が
回
っ
て
い
る
。

所
管
課
と
し
て
指
導
は
し
な

い
の
か
。

課
長　

行
政
が
捕
獲
指
示
を

出
す
の
は
猟
友
会
員
で
あ
る

こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
文
書

に
あ
る
除
名
と
い
う
の
は
捕

獲
隊
か
ら
の
除
名
で
あ
り
、

そ
の
捕
獲
隊
内
の
決
定

事
項
で
あ
る
た
め
、
そ

こ
ま
で
指
導
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
と
考
え
る
。

３
要
望
に
対
す
る
委
員
会
の

結
論

一
、
帳
簿
を
確
認
し
た
結

果
、
商
品
と
な
る
べ
き
肉

の
８
割
以
上
を
捕
獲
者
が

持
ち
帰
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。
補
助
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、

事
業
の
目
的
に
則
り
、
解

体
し
た
肉
は
全
て
流
通
に

の
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
個

人
が
持
ち
帰
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
。

二
、
決
算
書
等
に
疑
義
が
生

じ
る
部
分
は
な
か
っ
た
。

毎
年
の
総
会
で
会
員
の
承

認
を
得
て
は
い
る
も
の
の
、

丁
寧
な
説
明
に
欠
け
て
い

た
と
思
わ
れ
る
節
も
あ
る
。

原案可決

全会一致

深田漁港内

トイレの新設

主
な
質
疑
と
答
弁

委
員

　
今
ま
で
に
ト
イ
レ
設

置
の
要
望
は
あ
っ
た
か
。

課
長　

今
回
が
初
め
て
で
あ

る
。

委
員

　
深
田
港
整
備
時
、
ト

イ
レ
を
設
置
す
る
計
画
で

あ
っ
た
が
、
漁
協
の
現
状
を

考
え
れ
ば
難
し
い
面
も
あ
る

の
で
、
市
が
す
る
べ
き
だ
と

思
う
が
。

課
長　

関
係
課
や
漁
協
を
含

め
た
関
係
機
関
、
ま
た
、
陳

情
者
の
意
見
等
を
お
聞
き
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

討
論

賛
成

　
設
置
費
用
や
維
持
管

理
の
費
用
、
釣
り
客
の
マ

ナ
ー
な
ど
、
様
々
な
要
因
が

あ
る
が
、
市
の
責
任
に
お
い

て
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

鳥
獣
被
害
に
あ
っ
た
農
作
物

三
、
委
員
会
が
審
査
を
進
め

て
い
る
中
で
、
陳
情
者
の

団
体
が
市
と
会
談
し
、
写

真
等
を
捕
獲
隊
の
方
と
再

確
認
し
、
調
査
の
必
要
が

あ
れ
ば
再
調
査
す
る
と
い

う
こ
と
で
了
承
し
て
い
る
。

委
員
会
が
付
し
た
意
見

市
は
所
管
課
を
統
一
す
べ

き
。
ま
た
、
協
会
・
捕
獲
隊

が
市
の
指
示
に
従
う
よ
う
、

指
導
監
督
を
し
っ
か
り
行
う

こ
と
。

い
か
く
ら
は
、
会
員
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
し
、
施
設

及
び
ジ
ビ
エ
肉
の
活
用
を
直

ち
に
再
開
し
て
欲
し
い
。

陳
情
者
は
、
農
作
物
を

守
っ
て
欲
し
い
と
い
う
市
民

の
負
託
に
応
え
、
捕
獲
を
再

開
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
い

か
く
ら
に
つ
い
て
は
、
一
般

社
団
法
人
に
関
す
る
法
律
に

則
っ
た
運
営
に
努
め
て
欲
し

い
。

深田港で作業する漁業関係者

－6－阿久根市議会だより　令和２年２月14日発行



平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い

て
、
10
月
１
日
か
ら
10
月
４

日
ま
で
の
４
日
間
、
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
決

算
書
・
事
業
別
明
細
書
等
の

資
料
に
加
え
、
新
規
事
業
や

改
良
し
た
点
、
執
行
に
よ
る

行
政
効
果
等
に
つ
い
て
所
管

課
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、

市
長
と
所
管
課
へ
の
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
討
論

を
行
い
、
一
般
会
計
は
１
名

の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た

が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
・

簡
易
水
道
交
通
災
害
共
済
・

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会

計
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

高
齢
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー

委
員

　
非
課
税
世
帯
の
枠
を

緩
和
で
き
な
い
か
。

課
長　

低
所
得
者
の
外
出
支

援
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と

で
始
ま
っ
た
事
業
で
あ
り
、

今
後
、
使
用
率
等
も
含
め
検

討
し
て
い
き
た
い
。

漁
業
支
援

委
員

　
漁
業
後
継
者
支
援
交

付
金
の
対
象
者
は
。

課
長　

申
請
時
40
歳
未
満
で

後
継
者
と
な
る
こ
と
に
強
い

意
欲
を
有
し
て
い
る
者
。
新

た
に
自
営
漁
業
を
開
始
し
て

５
年
以
内
の
者
。
継
承
す
る

漁
業
経
営
の
従
事
期
間
が
５

年
以
内
で
北
さ
つ
ま
漁
協
の

正
組
合
員
の
者
で
あ
る
。

風
テ
ラ
ス
あ
く
ね

委
員

　
南
側
の
壁
の
塗
装
に

つ
い
て
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
か
。

課
長　

補
修
し
て
も
塗
装
時

期
が
異
な
る
と
ど
う
し
て
も

色
違
い
が
残
る
。
性
能
そ
の

も
の
に
支
障
は
な
い
た
め
、

再
塗
装
は
し
な
い
。

委
員

　
数
カ
所
で
屋
根
か
ら

の
雨
水
に
よ
り
水
溜
ま
り
が

で
き
て
い
た
が
対
策
は
。

課
長　

設
計
段
階
か
ら
屋
根

の
雨
水
は
直
接
地
面
へ
落
と

す
計
画
と
な
っ
て
い
た
。
激

し
い
雨
の
際
に
は
出
入
り
に

支
障
が
あ
る
が
、
現
時
点
で

の
改
修
の
予
定
は
な
い
。

水
道
事
業

委
員

　
令
和
２
年
度
に
共
同

水
道
を
簡
易
水
道
に
移
行
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
予
定
は

何
カ
所
か
。

課
長　

弓
木
野
地
区
と
大
渕

川
地
区
で
あ
る
。

旧
国
民
宿
舎
施
設
周
辺
に

お
け
る
泉
源
開
発
調
査

委
員

　
当
初
予
算
に
泉
源
開

発
の
言
葉
は
な
い
が
、
予
算

措
置
に
問
題
な
い
の
か
。

課
長　

当
初
予
算
は
温
泉
施

設
の
配
管
等
の
事
前
調
査
と

し
て
い
た
が
、
布
設
替
え
に

は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ

と
が
判
明
し
た
の
で
泉
源
調

査
と
し
て
実
施
し
た
。

市
長　

予
算
編
成
後
の
状
況

の
変
化
に
応
じ
て
、
弾
力
的

に
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、

議
決
を
受
け
た
予
算
の
範
囲

内
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
補
正

予
算
等
の
措
置
は
行
わ
な

か
っ
た
。

決
算
特
別
委
員
会

仮
屋
園
　
一
徳
　
委
員
長

原案可決

賛成多数

Ｈ30年度

一般会計決算

泉源開発調査箇所（６地点）

こ
の
度
、
総
務
大
臣
か
ら
三
十
五
年
表
彰
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
阿
久
根
市
及
び
支
持
し
て
頂
い
た
市
民
の

方
々
の
お
か
げ
だ
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
阿
久
根
市
の
将
来
を
左
右
す
る
多
く
の
問
題
に

直
面
し
ま
し
た
。
一
番
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
国
の
国
立
病
院

再
編
計
画
に
よ
り
経
営
移
譲
の
対
象
と
な
っ
た
国
立
阿
久
根
療

養
所
の
移
譲
を
受
け
る
た
め
、
医
師
会
か
ら
市
議
会
に
出
さ
れ

た
陳
情
の
取
り
扱
い
で
す
。
今
ま
で
多
く
の
陳
情
を
受
け
採
決

し
意
見
書
を
国
に
提
出
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
一
回
だ
け
は
国

が
採
択
し
て
経
営
移
譲
を
実
行
で
き
ま
し
た
。
以
来
三
十
年
、

広
域
医
療
セ
ン
タ
ー
を
見
れ
ば
、
こ
の
地
区
を
医
療
過
疎
か
ら

救
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
な
事
実
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
過
疎
に
悩
む
本
市
の
現
状
は
未
だ
厳
し
い

も
の
で
す
。
活
性
化
、
創
生
を
い
か
に
果
た
す
か
、
市
民
の
皆

様
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

永年にわたり地方自治の発展に寄与し

た功績により表彰されました。

山
田
勝
議
員

山
田
勝
議
員

永
年
勤
続
議
員
表
彰
（

永
年
勤
続
議
員
表
彰
（
3535

年
）
年
）
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討
論
と
は

議
会
の
会
議
に
お
い

て
採
決
の
前
に
、
議
題

と
な
っ
て
い
る
案
件
に

対
し
賛
成
か
反
対
か
の

自
己
意
見
を
表
明

す
る
こ
と
。

討　　論討　　論

　に

賛
　
成

次
の
４
点
に
つ
い
て
今
後

の
改
善
・
検
討
を
要
望
し
賛

成
す
る
。

泉
源
開
発
調
査
は
、
予
算

承
認
時
の
温
泉
配
管
調
査
と

は
異
な
る
も
の
だ
が
、
議
会

へ
変
更
の
説
明
は
な
か
っ
た
。

事
前
説
明
や
新
た
な
補
正
予

算
を
組
む
な
ど
、
丁
寧
な
方

策
に
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

事
後
評
価
支
援
業
務
の
委

託
業
者
は
、
４
年
前
国
に
過

大
請
求
し
判
明
後
返
納
し
た

会
社
で
あ
り
、
今
後
は
こ
の

よ
う
な
こ
と
も
配
慮
す
べ
き
。

仮
称
サ
ン
セ
ッ
ト
牛
之
浜

景
勝
地
駅
の
名
称
や
全
体
構

想
等
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、

よ
り
市
民
の
声
を
聞
く
こ
と

や
、
決
定
事
項
の
開
示
方
法

に
丁
寧
さ
を
欠
く
部
分
が

あ
っ
た
。

キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
等
、
カ

タ
カ
ナ
英
語
を
使
用
さ
れ
る

事
業
に
つ
い
て
、
国
際
的
に

通
用
す
る
カ
タ
カ
ナ
英
語
の

使
用
を
推
奨
す
る
。

賛
成

白
石　

純
一
議
員

認
定
１
号

本
来
不
要
な
市
民
の
税
金

支
出
の
費
用
弁
済
を
、
そ
の

原
因
を
つ
く
り
出
し
た
本
人

に
請
求
す
る
こ
と
は
合
理
的

で
あ
り
、
市
民
の
理
解
も
十

分
に
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
件
に
つ
い
て
は
、

恥
も
何
も
な
い
。
そ
れ
を
な

ん
だ
か
ん
だ
と
言
い
訳
す
る
。

こ
う
い
う
こ
と
で
は
世
の
中

の
秩
序
は
守
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
二
度
と
起
こ

し
て
は
な
ら
な
い
。

賛
成

賛
成

白
石　

純
一
議
員

山
田　

勝
議
員

議
案
55
号

区
長
会
会
長
並
び
に
衛
生

自
治
会
会
長
の
連
名
で
善
処

を
求
め
る
要
請
文
が
議
長
に

提
出
さ
れ
た
。
議
員
倫
理
条

例
第
２
条
に
は
、
議
員
は
信

頼
に
値
す
る
倫
理
性
を
自
覚

し
、
地
方
自
治
の
本
旨
に

従
っ
て
そ
の
使
命
達
成
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ

る
。
竹
原
信
一
議
員
は
、
自

ら
の
責
任
に
お
い
て
情
報
の

誤
り
を
正
す
と
と
も
に
、
皆

様
に
正
確
な
情
報
提
供
を
行

う
こ
と
と
、
議
員
と
し
て
の

責
務
を
自
覚
す
る
よ
う
求
め

る
。

民
間
団
体
運
営
へ
の
、
議

会
や
市
の
介
入
は
判
断
が
分

か
れ
る
余
地
も
あ
る
が
、
農

業
等
に
多
大
な
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
有
害
鳥
獣
の
捕

獲
が
滞
っ
て
い
る
現
状
は
憂

う
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
議

会
に
も
市
に
も
、
そ
の
責

任
の
一
端
が
あ
る
と
考
え

る
。
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
一
日

で
も
早
く
軌
道
に
乗
せ
る
た

め
、
市
に
よ
る
恒
常
的
な
調

査
、
業
務
の
改
善
、
そ
れ
ら

を
議
会
が
継
続
的
に
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
。

漁
業
者
や
釣
り
客
な
ど
、

人
が
集
ま
る
場
所
に
ト
イ
レ

が
な
い
こ
と
は
、
人
々
が
仕

事
や
文
化
的
な
生
活
、
娯
楽

活
動
を
行
う
上
で
支
障
と
な

り
得
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
漁

港
施
設
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

住
民
、
来
訪
者
の
福
祉
の
観

点
か
ら
も
可
能
な
手
段
を
講

じ
て
克
服
す
べ
き
で
あ
る
。

市
の
ご
み
行
政
に
異
論
が

あ
る
な
ら
ば
議
会
の
場
で
議

論
し
、
必
要
な
ら
議
案
等
に

よ
り
現
状
を
正
す
べ
き
が
議

員
の
職
責
で
あ
る
。
事
実
と

異
な
る
内
容
を
広
く
配
布
し

た
こ
と
は
、
自
治
会
の
名
誉

や
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
い

た
ず
ら
に
壊
し
か
ね
ず
、
議

員
と
し
て
の
資
質
を
問
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

濵
田　

洋
一
議
員

白
石　

純
一
議
員

白
石　

純
一
議
員

白
石　

純
一
議
員

決
議
３
号

陳
情
第
14
号

陳
情
第
15
号

議案第55号「訴えの提起」

市が竹原信一議員への訴えを起こすもの。

詳しくは10Ｐをごらんください。

決議第３号「竹原信一議員に対する問責決議」

詳しくは11Ｐをごらんください。

認定第１号

平成30年度決算（一般会計）

詳しくは７Ｐの決算特別委員会

報告をごらんください。

－8－阿久根市議会だより　令和２年２月14日発行



て
採
決
の
前
に
、
議
題

と
な
っ
て
い
る
案
件
に

対
し
賛
成
か
反
対
か
の

自
己
意
見
を
表
明

す
る
こ
と
。

単
に
自
己
の
賛

否
の
意
見
を
明
ら

か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

意
見
の
異
な
る
相
手
を

自
己
の
意
見
に
同
調
さ

せ
よ
う
と
努
め
る
こ
と

に
そ
の
意
義
が
あ
る
。

（
地
方
議
会
運
営
辞
典
抜
粋
）

討　　論討　　論

議案　

反
　
対

決
算
審
査
の
目
的
は
今
後

の
運
営
に
資
す
る
こ
と
で
あ

る
。私

は
20
年
前
か
ら
の
阿
久

根
市
の
状
況
を
調
査
し
た
が
、

人
口
減
少
は
加
速
し
、
貧
困

家
庭
は
増
え
て
い
る
。
こ
れ

は
市
政
の
失
敗
を
意
味
す
る
。

審
査
が
終
わ
っ
た
、
承
認

さ
れ
た
、
こ
れ
で
終
わ
っ
て

は
い
け
な
い
。
年
度
年
度
の

問
題
で
は
な
く
、
ず
っ
と
20

年
以
上
前
か
ら
の
デ
ー
タ
を

見
て
将
来
に
備
え
る
と
い
う

作
業
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
議
会
も
執
行
部

側
も
そ
う
い
う
視
点
で
市
政

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

反
対

竹
原　

信
一
議
員

認
定
１
号

政
府
は
労
働
者
の
非
正
規

化
を
進
め
、
外
国
人
採
用
に

は
補
助
金
を
出
し
、
日
本
人

は
企
業
の
た
め
に
も
っ
と
安

く
働
け
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。

大
企
業
正
規
社
員
の
賃
金
は

上
が
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

国
家
公
務
員
の
給
料
を
上
げ

る
。
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
た
め
、
若
者
が
結
婚
す
る

こ
と
が
難
し
い
ほ
ど
庶
民
は

反
対

竹
原　

信
一
議
員

議
案
第
56
号
・
57
号

税
金
使
っ
て
裁
判
す
る
金

や
暇
が
あ
っ
た
ら
市
営
住
宅

や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
保
全
作

業
を
進
め
た
ら
ど
う
か
。
市

は
つ
く
り
っ
ぱ
な
し
で
財
産

を
保
全
す
る
能
力
を
欠
い
て

い
る
。
市
・
議
会
が
こ
れ
ら

の
改
善
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
り
、
改
善
に
逆
行
す
る
裁

判
の
提
起
な
ど
恥
の
上
塗
り

だ
。

反
対

濱
門　

明
典
議
員

議
案
第
55
号

貧
し
く
な
っ
て
い
る
。

阿
久
根
市
は
国
家
公
務
員

に
合
わ
せ
給
料
を
上
げ
て
き

た
。
つ
い
で
に
市
長
と
議
員

も
上
げ
た
。
人
口
減
少
を
加

速
さ
せ
、
国
民
を
貧
し
く
し

て
ま
で
自
分
た
ち
の
収
入
を

上
げ
る
市
長
と
議
会
を
、
私

は
恥
ず
か
し
い
と
思
う
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。

総
務
課
長
よ
り
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
阿
久
根
市
職
員
は
高
卒

程
度
の
採
用
だ
か
ら
初
任
給

か
ら
低
い
の
は
当
た
り
前
。

そ
も
そ
も
阿
久
根
市
役
所

職
員
の
給
与
は
阿
久
根
市
民

の
水
準
に
合
わ
せ
る
の
が
筋
。

企
業
は
税
金
が
上
が
り
経
営

が
苦
し
く
な
れ
ば
賃
金
を
下

げ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ

が
公
務
員
は
市
民
に
は
増
税

し
な
が
ら
自
分
た
ち
の
給
料

は
上
げ
る
。
も
う
市
民
は
た

ま
っ
た
も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
。こ

れ
ら
２
件
の
議
案
は
、

市
長
、
議
員
、
職
員
の
報
酬

ア
ッ
プ
を
前
提
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
同
意
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

反
対

反
対

竹
原　

信
一
議
員

竹
原　

信
一
議
員

議
案
第
58
号

議
案
第
60
号
・
63
号

議案第56号

「議員の報酬・費用弁償

に関する条例の改正」

議案第57号

「市長等の給与に関する

条例の改正」

議案第57号

「職員の給与に関する条

例の改正」

特別職の国家公務員の給

与改定や人事院の勧告等に

準じ改正しようとするもの。

議案第60号「一般会計補正予算」

議案第63号「介護保険特別会計補正予算」

詳しくは４Ｐ予算委員会報告をごらんくださ

い。

陳情第14号「いかくら阿久根に関する陳情」

陳情第15号「深田漁港内トイレの新設」

詳しくは５Ｐ・６Ｐの産業厚生委員会報告を

ごらんください。
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竹
原
信
一
議
員
は
平
成
29

年
以
降
、
市
道
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
に
落
書
き
や
、
必
要
以
上

の
錆
止
め
を
施
し
、
市
の
道

路
行
政
を
阻
害
し
ま
し
た
。

市
は
毀
損
さ
れ
た
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
原
状
回
復
を
２
回

に
わ
た
り
文
章
で
同
議
員
に

求
め
ま
し
た
が
応
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。

市
は
そ
の
後
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
原
状
回
復
を
行
う

と
と
も
に
、
竹
原
議
員
に
人

件
費
な
ど
回
復
費
用
15
万
２

２
０
６
円
を
令
和
元
年
８
月

２
日
ま
で
に
納
入
す
る
よ
う

通
知
し
ま
し
た
。

し
か
し
同
議
員
か
ら
は
10

月
31
日
時
点
で
納
入
が
無

か
っ
た
た
め
、
市
は
同
議
員

に
対
し
、
回
復
費
用
お
よ
び

８
月
３
日
か
ら
支
払
い
が
完

了
す
る
ま
で
の
年
５
分
の
割

合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支

払
い
を
求
め
る
訴
え
を
提
起

す
る
た
め
議
会
の
議
決
を
求

め
ま
し
た
。

賛
成
12

、
反
対
１
で
可
決

採
決
の
結
果
、
賛
成
12
、

反
対
１
で
可
決
さ
れ
、
市
は

こ
れ
を
受
け
、
出
水
簡
易
裁

判
所
に
支
払
い
を
求
め
提
訴

し
ま
す
。

※
本
件
に
関
す
る
討
論
は

８
・
９
頁
の
議
案
第
55
号

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

回
復
要
請
・
費
用
請
求
に
応
じ
ず
　
　
　
～ 

15

万
円
余
　
遅
延
損
害
金
も 

～

竹
原
信
一
議
員
を 

市
が
訴
え　
　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル 写真の場所

①　総合グラウンド前（表面）

②　総合グラウンド前（裏面）

③　脇本古里区

①①

②②

③③
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竹
原
信
一
議
員
は
令
和
元

年
夏
ご
ろ
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
扱
い
に
関
し
、

誤
っ
た
情
報
を
記
し
た
チ
ラ

シ
を
市
内
に
広
く
配
布
し
ま

し
た
。

誤
っ
た
情
報
を
配
布
さ
れ

た
区
は
こ
の
こ
と
で
竹
原
議

員
に
抗
議
し
、
訂
正
を
求
め

る
た
め
の
会
議
を
同
議
員
と

持
ち
ま
し
た
。

し
か
し
同
議
員
は
区
長
か

ら
の
誤
り
の
指
摘
等
に
対
し

て
十
分
な
対
応
を
と
ら
ず
、

住
民
の
間
に
引
き
続
き
誤
解

と
混
乱
を
与
え
か
ね
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、

区
長
連
絡
協
議
会
と
衛
生
自

治
会
は
10
月
に
、
議
会
宛
て

竹
原
議
員
に
対
し
正
し
い
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
な
ど
善

処
を
求
め
る
要
請
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
要
請
を
も
と
に

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
竹

原
議
員
の
配
布
し
た
チ
ラ
シ

を
精
査
し
、
内
容
が
事
実
と

異
な
る
こ
と
を
含
み
、
同
議

員
が
誤
っ
た
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
で
住
民
に
不
安
を
与

え
、
行
政
等
へ
の
不
安
を
扇

動
し
て
い
る
と
し
て
、
同
委

員
長
か
ら
問
責
決
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
可
決

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
竹
原
信
一
議
員
に
対
し
、

議
員
と
し
て
の
責
務
を
自
覚

す
る
よ
う
求
め
る
問
責
決
議

を
可
決
し
ま
し
た
。

同
議
員
は
平
成
30
年
第
４

回
定
例
会
で
も
８
件
の
事
案

に
関
す
る
理
由
に
基
づ
き
問

責
決
議
を
受
け
て
い
ま
す
。

※
本
件
に
関
す
る
討
論
は 

８
頁
の
決
議
第
３
号
を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

竹
原
信
一
議
員
へ 

問
責
決
議　
　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等

誤
情
報
で
市
民
の
不
安
扇
動
　
　
　
～ 

区
長
会
・
衛
生
自
治
会
か
ら
善
処
要
請 

～

阿久根市議会　議長　野畑　直 様
阿久根市区長連絡協議会会長　川原　修一

阿久根市衛生自治会会長　　　寺下　富雄

議員の住民への情報提供のあり方について善処を求める要請
（前略）

阿久根市議会　竹原信一議員は、各区が設置しているごみステーション等の取り扱いにつ

いて、同議員の一方的な考えに基づき、市内各世帯へのチラシを配布を行っています。

配布している文書等については、事実と異なる内容も含まれており、区長からの誤りの

指摘等に対しても十分な対応をとらず、住民の間に誤解と混乱を与えかねない状況となっ

ています。

区長連絡協議会及び衛生自治会では、各区が設置しているごみステーションの適切な維

持管理に苦慮している中、同議員のこのようなチラシ配布等に、非常に迷惑しているとこ

ろです。

このことから、竹原信一議員に対して、住民に対し、正しい情報提供を行うよう要請す

るとともに、議会におかれましても、本件について適切に対応されるよう、善処を求める

ものです。

竹原信一議員に対する問責決議
竹原信一議員は、市内各区が設置しているゴミステーション等の取り扱いについて、同

議員の一方的な解釈に基づき、現制度上の事実と異なる内容のチラシを配布した。

これに対し、一部区長から誤りを指摘されたが対応せず、その後も事実と異なる内容の

チラシの配布を続け、住民の間に誤解と混乱を与えかねない状況であった。

このことから、市区長連絡協議会会長及び市衛生自治会会長の連名により、議長あて「議

員の住民への情報提供のあり方について善処を求める要請」が提出され、同議員に適切な

対応をとるよう要請されたところである。

同議員の行為は、両会及びその構成自治会の名誉や、自治会と会員との関係性を棄損し

かねないものであり、また、説明責任も果たさず、議会の品位と名誉を損なうものでもある。

住民から選ばれた議員は、正確な情報発信を行い、広く住民福祉の向上を目指すべきで

あるが、同議員は誤った情報を発信することで住民に不安を与え、行政等への不満を扇動

している。

よって、竹原信一議員は、自らの責任において混乱の終息と自ら発信した情報の誤りを

是正するとともに、正確な情報提供を行うよう求め、議員としてその責務を自覚するよう

求めるものである。

以上決議する

令和元年12月20日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿久根市議会
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令和元年第４回定例会　議案・審議・議決結果

議
案
等
番
号

内容

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

竹
之
内
和
満

川
上
　
洋
一

濱
門
　
明
典

白
石
　
純
一

濵
田
　
洋
一

竹
原
　
信
一

濵
﨑
　
國
治

中
面
　
幸
人

牟
田
　
　
学

岩
﨑
　
健
二

木
下
　
孝
行

濵
之
上
大
成

山
田
　
　
勝

仮
屋
園
一
徳

野
畑
　
　
直

認１ 平成30年度阿久根市歳入歳出決算認定（一般会計） ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 認定

認２
平成30年度阿久根市歳入歳出決算認定（国民健康保

険特別会計）
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 認定

認３
平成30年度阿久根市歳入歳出決算認定（簡易水道特

別会計）
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 認定

認４
平成30年度阿久根市歳入歳出決算認定（交通災害共

済特別会計）
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 認定

認５
平成30年度阿久根市歳入歳出決算認定（介護保険特

別会計）
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 認定

認６
平成30年度阿久根市歳入歳出決算認定（後期高齢者

医療特別会計）
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 認定

認７ 平成30年度阿久根市水道事業会計の決算の認定 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 認定

議54 人権擁護委員の候補者の推薦 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 同意

議55 訴えの提起 ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ － ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決

議56
阿久根市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部改正
◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決

議57 市長等の給与に関する条例の一部改正 ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決

議58 一般職に属する職員の給与に関する条例の一部改正 ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決

議59
阿久根市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改

正
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議60 令和元年度阿久根市一般会計補正予算（第３号） ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決

議61
令和元年度阿久根市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議62
令和元年度阿久根市簡易水道特別会計補正予算（第

２号）
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 決定

議63
令和元年度阿久根市介護保険特別会計補正予算（第

２号）
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 決定

決３ 竹原信一議員に対する問責決議 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 決定

陳14「いかくら阿久根」に関する陳情書 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 趣旨採択

陳15 深田漁港内トイレの新設 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 採択

意１ 新たな過疎対策法の制定に関する意見書 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議員派遣 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 決定

【表の見方】　報：報告　議：議案　決：決議　陳：陳情　意：意見書　＊：全会一致　◇：賛成　◆：反対　－：表決権なし

○野畑直議員は議長職のため特別多数議決を除く議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。

〇議55、決３は竹原議員は除斥により表決権はありません。
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意
見
書
第
１
号

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制

定
に
関
す
る
意
見
書

提
出
者

総
務
文
教
委
員
長

濵
田　

洋
一　

議
員

結
果全

会
一
致
で
可
決
し
、
内

閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・

財
務
大
臣
・
農
林
水
産
大
臣
・

国
土
交
通
大
臣
に
送
付
。

阿
久
根
市
議
会
は
、
令
和

元
年
台
風
第
19
号
災
害
の
義

援
金
計
10
万
円
を
、
議
員
一

同
（
竹
原
信
一
議
員
は
賛
同

せ
ず
）
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
拠
出
に
よ
り
寄
付
し
ま
し

た
。市

民
の
皆
様
か
ら
の
同
義

援
金
も
市
役
所
、
社
会
福
祉

協
議
会
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

意
　
見
　
書

意
　
見
　
書

市
議
会
か
ら
義
援
金

市
議
会
か
ら
義
援
金

台
風
台
風
1919
号
で
号
で

新たな過疎対策法の制定に関する意見書
過疎対策については、昭和45年に「過疎地域対策緊急措置法」制定以来、４次にわたる特別措置

法の制定により、総合的な過疎対策事業が実施され、過疎地域における生活環境の整備や産業の振

興など一定の成果を上げたところである。

しかしながら、依然として多くの集落が消滅の危機に瀕し、また、森林管理の放置による森林の

荒廃や度重なる豪雨・地震等の発生による森林崩壊、河川の氾濫など、極めて深刻な状況に直面し

ている。

過疎地域は、我が国の国土の過半を占め、豊かな自然や歴史・文化を有するふるさとの地域であ

り、都市に対する食料・水・エネルギーの供給、国土・自然環境の保全、いやしの場の提供、災害

の防止、森林による地球温暖化の防止などに多大な貢献をしている。

過疎地域が果たしているこのような多面的・公益的機能は国民共有の財産であり、それは過疎地

域の住民によって支えられてきたものである。

現行の「過疎地域自立促進特別措置法」は令和３年３月末をもって失効することとなるが、過疎

地域が果たしている多面的・公益的機能を今後も維持していくためには、引き続き、過疎地域に対

して総合的かつ積極的な支援を充実・強化し、住民の暮らしを支えていく政策を確立・推進するこ

とが重要である。

過疎地域が、そこに住み続ける住民にとって安心・安全に暮らせる地域として健全に維持される

ことは、同時に、都市をも含めた国民全体の安心・安全に寄与するものであることから、引き続き

総合的な過疎対策を充実・強化させることが必要である。

よって、新たな過疎対策法の制定を強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和元年12月20日

鹿児島県阿久根市議会

議
会
だ
よ
り
は
生
活
に
身
近
な
話

題
が
多
く
、
現
在
推
進
し
て
い
る
こ

と
や
今
後
の
課
題
な
ど
が
把
握
で

き
、
ま
た
、
各
議
員
の
主
義
主
張
が

よ
く
分
か
り
次
回
の
選
挙
の
参
考
に

な
る
の
で
重
宝
し
て
い
ま
す
。

（
40
代　

男
性
）

ク
イ
ズ
応
募
者
か
ら
の
声
を
紹
介

204号に寄せられた、皆さまの貴重なご意見を紹介します。204号に寄せられた、皆さまの貴重なご意見を紹介します。

205号でも、たくさんの応募・ご意見をお待ちしております。205号でも、たくさんの応募・ご意見をお待ちしております。

（クイズは最終ページにあります）（クイズは最終ページにあります）

阿
久
根
高
校
跡
地
は
、
「
ゆ
く
さ

大
隅
」
の
よ
う
な
宿
泊
施
設
が
で
き

れ
ば
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
個
人
的

に
思
い
ま
し
た
！

（
30
代　

女
性
）

管
理
さ
れ
た
森
林
の
写
真
は
素
晴

ら
し
い
で
し
た
。
荒
れ
た
森
林
、
竹

山
、
そ
の
他
も
少
し
ず
つ
で
も
き
れ

い
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

（
60
代　

女
性
）

な
か
な
か
政
治
に
つ
い
て
考
え
る

時
間
も
な
い
で
す
が
、
議
会
だ
よ
り

だ
け
は
な
ん
と
か
目
を
通
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
た
い
で

す
。

（
30
代　

女
性
）

－13－ 阿久根市議会だより　令和２年２月14日発行



◎
10

月
20

日

・
隼
人　

９
名

（
小
漉
公
民
館
）

◎
10

月
21

日

・
尾
崎
、
弓
木
野　

16
名

（
尾
崎
公
民
館
）

・
田
代　

11
名

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

◎
10

月
22

日

・
西
目　

16
名

（
西
目
地
区
集
会
施
設
）

・
鶴
川
内　

13
名

（
鶴
川
内
地
区
集
会
施
設
）

・
脇
本　

26
名

（
脇
本
地
区
公
民
館
）

◎
10

月
23

日

・
折
多　

13
名

（
折
多
地
区
集
会
施
設
）

・
阿
久
根
南　

14
名

（
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

・
大
川　

14
名

（
大
川
小
学
校
講
堂
）

◎
10

月
24

日

・
山
下　

16
名

（
遠
矢
公
民
館
）

議 員 と 語 る 会
か所で開催。旧国民宿舎・阿久根高校・青果市場等の公共遊休　施設の活用や、地域課題について多くの質疑、要望が出されました。詳しくは議会ホームページで。

風テラスあくね（市民交流センター）で初めて議員と語る会が開催されました

８
年
目
を
迎
え
る
各
地
域
で
の
「
議
員
と
語
る
会
」
は

12
地
区
に
総
数
１
８
２
名
の
市
民
の
参
加
を
得
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

◎
10

月
25

日

・
阿
久
根
北　

15
名

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
町
）

・
赤
瀬
川　

19
名

（
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

主
な
質
疑
へ
の
市
か
ら
の

回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

旧
国
民
宿
舎
ほ
か
公
共
遊
休

施
設
の
活
用

問
　
旧
国
民
宿
舎
跡
地
の
公

募
・
活
用
・
源
泉
調
査
・
施

設
の
取
り
壊
し
は
。

答　

あ
く
ね
舎
か
ら
事
業
計

画
書
が
提
出
、
Ｈ
Ｋ
Ｒ
か
ら

は
同
書
提
出
は
な
か
っ
た
が

公
募
の
事
業
者
選
定
は
で
き

な
い
と
の
結
論
で
、
平
成
30

年
11
月
に
Ｈ
Ｋ
Ｒ
と
、
１
年

を
め
ど
に
観
光
開
発
可
能
性

調
査
の
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。

現
在
、
取
組
の
成
果
を
報

告
書
で
ま
と
め
て
い
る
。
３

月
ま
で
に
内
容
が
固
ま
り
次

第
市
民
に
示
し
た
い
。

温
泉
源
泉
調
査
（
＊
）
で

優
先
２
か
所
を
選
定
。
大
橋

川
近
く
で
開
発
整
備
に
概
算

８
４
０
０
万
円
、
旧
宿
舎
近

く
で
９
５
０
０
万
円
が
示
さ

れ
て
い
る
。

当
施
設
の
解
体
設
計
は
実

施
済
み
で
、
新
施
設
の
整
備

計
画
が
で
き
た
時
点
で
解
体

す
る
。 

（
財
政
課
）

問
　
旧
阿
久
根
高
校
跡
地
の

活
用
は
。

答　

平
成
30
年
度
に
校
舎
の

現
状
把
握
及
び
利
活
用
の
想

定
・
事
業
費
概
算
算
出
（
＊
）

を
行
っ
た
。
同
結
果
を
踏
ま

え
利
活
用
す
る
者
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。
当
跡
地
に

求
め
ら
れ
る
機
能
に
つ
き
市

民
か
ら
も
意
見
を
聞
き
、
施

設
管
理
者
の
県
と
も
協
議
を

行
う
。 

（
財
政
課
）

＊
温
泉
源
泉
調
査
、
阿
久
根

高
校
校
舎
調
査
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

問
　
旧
青
果
市
場
跡
地
の
活

用
は
。

答　

現
在
、
民
間
・
市
職
員

で
構
成
す
る
検
討
委
員
会
で

協
議
を
し
て
お
り
、
年
度
内

に
方
向
性
を
決
め
て
い
く
。

（
企
画
調
整
課
）
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問
　
大
川
小
学
校
を
大
川
中

学
校
に
移
せ
な
い
か
。

答　

目
的
が
異
な
る
た
め
、

国
へ
の
報
告
や
承
認
、
補
助

金
の
返
還
等
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
施
設
の

改
修
の
必
要
性
も
。
移
転
は
、

こ
れ
ら
課
題
を
整
理
し
、
保

護
者
・
地
域
の
意
向
を
踏
ま

え
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

西
回
り
自
動
車
道
・
新
道
の

駅
・
空
港
道
路
等
の
状
況

問
　
西
回
り
自
動
車
道
の
完

成
時
期
・
阿
久
根
〜
西
目
間

進
捗
率
は
。

答　

完
成
時
期
は
公
表
さ
れ

て
い
な
い
。

用
地
取
得
率
は
平
成
30
年

度
末
時
点
、
用
地
面
積
ベ
ー

ス
で
４
％
と
国
道
事
務
所
か

ら
聞
い
て
い
る
。

（
都
市
建
設
課
）

問
　
新
道
の
駅
（
仮
称
サ
ン

セ
ッ
ト
牛
之
浜
景
勝
地
）
の

経
営
主
体
、
現
道
の
駅
は
。

答　

経
営
主
体
は
現
在
決

ま
っ
て
い
な
い
。
商
工
会
議

所
が
早
急
に
考
え
を
ま
と
め

る
と
思
わ
れ
る
。

現
道
の
駅
は
新
道
の
駅
に

移
転
す
る
。 （
商
工
観
光
課
）

議 員 と 
「議員と語る会」は10月に市内12か所で開催。旧国民宿舎・阿久根高校・青果市場等の公共遊休　施設の活用や、地域課題について多くの質疑、要望が出されました。詳しく

問
　
空
港
道
路
（
北
薩
横
断

道
路
５
０
４
号
）
の
進
捗
は
。

答　

阿
久
根
高
尾
野
道
路

（
約
９
キ
ロ
）
は
、
高
尾
野

か
ら
折
口
ま
で
の
測
量
設
計

を
進
め
て
い
る
。
県
が
令
和

２
年
に
事
業
説
明
会
を
予
定

し
て
い
る
。 （
都
市
建
設
課
）

人
口
減
少
・
空
き
家
等
対
策

問
　
人
口
減
少
対
策
は
。

答　

移
住
定
住
促
進
の
各
種

施
策
や
、
18
歳
ま
で
の
医
療

費
助
成
、
妊
娠
・
出
産
・
育

児
の
支
援
な
ど
、
人
口
増
対

策
の
充
実
を
進
め
た
い
。

（
企
画
調
整
課
）

問
　
空
き
家
は
、
家
屋
を
壊

す
と
固
定
資
産
税
が
上
が
る

の
か
。

答　

家
屋
分
は
ゼ
ロ
に
な
る

が
、
土
地
は
本
来
の
税
額
に

戻
る
こ
と
か
ら
土
地
の
税
額

は
上
が
る
。
た
だ
し
資
産
の

内
容
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
税

総
額
が
上
が
る
と
は
限
ら
な

い
。
具
体
的
に
は
税
務
課
へ

問
い
合
わ
せ
頂
き
た
い
。

（
税
務
課
）

河
川
改
修

問
　
大
下
川
の
土
砂
を
除
去

し
て
ほ
し
い
。

答　

平
成
30
年
度
に
寄
洲
除

去
を
行
っ
た
。
人
家
に
近
接

し
防
災
・
減
災
の
観
点
か
ら

優
先
順
位
を
勘
案
し
河
川
管

理
に
取
り
組
む
。

（
都
市
建
設
課
）

問
　
愛
宕
川
流
末
の
改
修
・

脇
本
公
民
館
裏
の
整
備
を
。

答　

愛
宕
川
流
末
は
11
月
に

寄
洲
除
去
を
実
施
し
た
。

公
民
館
裏
は
防
風
林
で
住

民
か
ら
要
望
が
な
さ
れ
、
経

過
観
測
と
し
て
い
る
。
護
岸

は
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
で
崩
れ
て

い
る
箇
所
は
な
く
、
公
民
館

の
避
難
利
用
に
問
題
な
い
。

（
都
市
建
設
課
）

防
犯
灯

問
　
地
区
に
も
っ
と
防
犯
灯

が
欲
し
い
。

答　

市
で
は
、
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
推
進
の
た
め
補
助
事

業
を
創
設
し
各
区
に
支
援
を

行
っ
て
い
る
。 

（
総
務
課
）

川
内
原
発

問
　
40

年
経
過
後
の
稼
働
は
、

30

キ
ロ
圏
内
自
治
体
の
意
見

を
。

答　

原
発
稼
働
は
国
の
責
任

で
判
断
さ
れ
る
問
題
だ
。

（
企
画
調
整
課
）

北薩横断道路の進捗状況図

寄り洲除去をされた脇本愛宕川河口

2019年３月 

開通
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一 般 質 問一 般 質 問

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、
７
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

①
　
濵
田
　
洋
一
　
議
員
「
災
害
予
測
時
」

②
　
仮
屋
園
一
徳
　
議
員
「
青
果
市
場
跡
」

③
　
濱
門
　
明
典
　
議
員
「
有
害
鳥
獣
捕
獲
」

④
　
竹
原
　
信
一
　
議
員
「
自
治
会
の
問
題
」

⑤
　
山
田
　
　
勝
　
議
員
「
産
業
祭
の
場
所
」

⑥
　
白
石
　
純
一
　
議
員
「
国
宿
舎
跡
公
募
」

⑦
　
中
面
　
幸
人
　
議
員
「
生
活
福
祉
資
金
」

掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
行

っ
た
一
般
質
問
の
主
な
項
目
に
つ
い
て
の
質
問
と
答

弁
の
要
旨
で
あ
り
、
質
問
者
が
ま
と
め
、
広
報
広
聴

委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

各議員が市政を問う各議員が市政を問う

一
般
質
問
動
画
の
視
聴
に
つ
い
て

議
員
写
真
の
左
下
に
あ
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般

質
問
を
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

視
聴
の
際
は
デ
ー
タ
通
信
料
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

濵
田

　
災
害
発
生
が
予
測
さ

れ
る
地
域
住
民
に
「
自
分
の

命
を
守
る
」
「
大
切
な
人
の

命
を
守
る
」
行
動
を
起
こ
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
何
が

答「自助」意識の徹底

問住民行動のため何が重要

動画視聴

⬅

濵田　洋一　議員

の
寄
り
洲
除
去
、
河
口
部
の

浚
渫
工
事
等
の
実
施
見
込
み

で
あ
る
。
ま
た
、
市
管
理
の

準
用
河
川
に
つ
い
て
も
計
画

的
に
実
施
し
て
い
く
。

旧
国
民
宿
舎
跡
地
活
用

濵
田

　
Ｈ
Ｋ
Ｒ
社
と
連
携
協

定
を
締
結
し
１
年
が
経
過
し

た
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

市
長　

意
見
交
換
や
相
互
に

情
報
交
換
す
る
中
で
、
観
光

開
発
の
整
備
、
検
討
す
る
際

に
必
要
な
立
地
条
件
、
交
通

ア
ク
セ
ス
、
資
源
の
活
用
等

の
協
議
を
行
っ
た
。

濵
田

　
６
月
議
会
の
私
の
質

問
に
対
し
、
本
年
11

月
に
結

果
を
ま
と
め
て
市
民
へ
周
知

し
た
い
と
あ
っ
た
が
。

市
長　

市
の
将
来
像
の
観
光

開
発
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
内
容

で
、
本
年
度
中
に
周
知
・
報

告
を
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
元
企
業
の
支
援
と
新
た

な
企
業
誘
致
を

・
住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
を

防災士による地域防災講演会・図上訓練

大川小学校講堂

災

害

予

測

時

災

害

予

測

時

重
要
と
考
え
る
か
。

市
長　

「
自
助
」
意
識
の
徹

底
や
各
地
域
で
の
災
害
リ
ス

ク
、
住
民
の
と
る
べ
き
避
難

行
動
の
理
解
促
進
に
向
け
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
周

知
・
啓
発
に
努
め
る
。

濵
田

　
市
内
の
河
川
に
対
す

る
要
望
へ
の
対
応
状
況
は
。

市
長　

県
管
理
の
河
川
は
、

現
地
確
認
し
県
へ
要
望
し
て

い
る
。
今
年
度
は
、
２
箇
所
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濱
門

　
い
か
く
ら
阿
久
根
と

捕
獲
協
会
会
員
に
雇
用
契
約

は
あ
る
か
。

市
長　

通
常
の
会
社
組
織
の

雇
用
契
約
に
は
当
た
ら
な
い
。

濱
門

　
市
長
は
い
か
く
ら
阿

久
根
と
何
を
契
約
し
た
か
。

市
長　

支
払
根
拠
に
つ
い
て

は
、
阿
久
根
市
補
助
金
等
交

付
規
則
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
事

業
補
助
金
等
交
付
要
綱
、
業

務
委
託
契
約
書
に
よ
り
支
払

仮
屋
園

　
青
果
市
場
跡
の
活

用
に
つ
い
て
、
会
議
所
等
か

ら
提
案
が
あ
っ
た
が
、
検
討

委
員
会
で
の
活
用
策
に
つ
い

て
現
在
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

市
長　

市
内
各
種
団
体
代
表

者
や
市
職
員
で
構
成
す
る
検

討
委
員
会
に
お
い
て
、
３
回

の
会
議
を
開
き
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
今
年
度
内
に
、

取
扱
い
や
活
用
の
方
向
性
に

つ
い
て
方
針
を
示
し
た
い
。

動画視聴

⬅

動画視聴

⬅

い
交
付
し
て
い
る
。

濱
門

　
不
正
に
加
担
し
て
い

た
職
員
の
処
分
は
。

市
長　

書
類
の
作
成
に
お
い

て
不
適
正
な
処
理
を
行
っ
た

こ
と
を
処
分
理
由
と
し
て
懲

戒
処
分
の
一
つ
で
あ
る
戒
告

と
し
た
。

濱
門

　
市
の
最
高
責
任
者
で

あ
る
市
長
の
責
任
は
。

市
長　

再
発
防
止
を
促
す
こ

と
で
責
任
を
果
た
し
て
い
る
。

濱
門

　
減
給
か
進
退
が
問
わ

れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
自
分
の

処
分
に
は
寛
大
で
び
っ
く
り

だ
。
補
助
金
等
の
成
果
が
交

付
の
決
定
内
容
及
び
こ
れ
に

付
し
た
条
件
に
適
合
し
て
い

現
「
道
の
駅
」
の
運
営
は

仮
屋
園

　
観
光
連
盟
を
指
定

管
理
者
に
指
定
さ
れ
４
月
か

ら
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
、
販
売
状
況
は

ど
う
か
。

市
長　

当
時
９
割
以
上
を
市

内
産
品
と
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
た
が
、
納
品
・
補
充
・

回
収
に
苦
慮
し
た
た
め
、
現

在
は
市
内
外
の
商
品
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
を
手
掛

け
る
な
ど
、
商
品
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
に
工
夫
し
て
い
る
。

仮
屋
園

　
現
在
の
雇
用
状
況
、

ま
た
、
前
管
理
者
の
公
社
職

員
の
雇
用
状
況
は
ど
う
か
。

な
い
と
認
め
る
と
き
は
処
置

を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と

あ
る
が
。

市
長　

適
合
さ
せ
る
た
め
の

措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
に
基
づ
き
返
還
い
た
だ

い
た
。

濱
門

　
虚
偽
報
告
頭
数
は
今

ま
で
１
５
２
頭
だ
っ
た
が
新

た
に
２
８
２
（
※
正
し
く
は

２
８
３
）
頭
増
え
た
。
市
は

返
納
を
求
め
る
の
か
。

水
産
林
務
課
長　

捕
獲
隊
か

ら
の
疑
義
が
あ
る
頭
数
だ
。

市
長　

精
査
し
て
い
る
段
階

で
あ
り
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
は
協
議
す
る
。

市
長　

現
在
の
勤
務
は
フ
ル

タ
イ
ム
12
名
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
２
名
で
、
再
雇
用
は
２
名

で
あ
る
。
体
制
も
整
い
、
運

営
も
軌
道
に
乗
っ
て
来
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
高
齢
者
の
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
使
用
料
に
支
援
策
は

・
風
テ
ラ
ス
阿
久
根
駐
車
場

出
入
口
及
び
玄
関
前
く
ぼ

地
の
改
修
を

・
旧
隼
人
小
中
学
校
の
校
舎

等
の
解
体
は

・
投
票
所
の
統
合
理
由
及
び

期
日
前
投
票
へ
の
対
応
は

活用を検討中の青果市場跡地

答今年度中に示したい

答今後の対応は協議する

問検討委員会での活用策は

問虚偽報告疑い283頭は

仮屋園　一徳　議員

濱門　明典　議員

青

果

市

場

跡

青

果

市

場

跡

有
害
鳥
獣
捕
獲

有
害
鳥
獣
捕
獲

箱わなで捕獲されたイノシシ

新たに出てきた疑義のある283頭の扱いはどう

処理するのか
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山
田

　
産
業
祭
の
出
店
業

者
・
参
加
者
が
年
々
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
総
合
体
育
館

に
は
車
を
利
用
し
な
い
と
行

け
な
い
上
、
駐
車
場
か
ら
体

動画視聴

⬅

育
館
ま
で
が
坂
道
の
た
め
、

荷
物
の
持
ち
運
び
が
特
に
高

齢
者
は
不
便
で
あ
る
。
市
街

地
や
潟
、
波
留
地
区
か
ら
徒

歩
で
の
参
加
が
期
待
で
き
る

風
テ
ラ
ス
で
の
実
施
は
検
討

は
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

市
長　

検
討
し
た
結
果
、
総

合
体
育
館
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
出
店
業
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
次
年

度
以
降
の
場
所
は
検
討
す
る
。

阿
久
根
市
の
創
生
に
向
け
て

山
田

　
市
長
に
紹
介
し
た
35

年
前
出
版
さ
れ
た
旧
東
町
長

を
モ
デ
ル
に
し
た
「
島
に
陽

が
昇
る
」
を
拝
見
さ
れ
た
市

長
の
考
え
は
。

市
長　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

企
画
立
案
力
は
も
と
よ
り
、

職
員
に
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
し
っ
か
り
捉

え
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
決

断
力
、
実
行
力
に
感
銘
を
受

け
た
。
今
後
の
行
政
運
営　

や
職
員
の
育
成
を
進
め
る
上

で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

山
田

　
職
員
は
阿
久
根
市
で

一
番
優
秀
な
集
団
、
希
望
と

目
標
を
持
っ
て
就
職
し
た
。

市
民
の
期
待
も
あ
り
目
も
あ

る
。
職
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
て
取
り
組
ま
な
い
と
阿
久

根
市
は
元
気
に
な
ら
な
い
。

市
長
の
考
え
は
。

市
長　

若
手
職
員
に
も
面
白

い
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
職
員
も

い
る
。
こ
う
い
う
芽
を
摘
む

こ
と
な
く
育
て
て
い
き
た
い
。

徒歩での参加が期待できる風テラスあくね

竹
原

　
●
市
か
ら
の
受
託
業

務
を
区
の
区
長
手
当
対
象
と

誤
解
さ
れ
て
い
る
。

●
区
費
が
０
円
か
ら
月
３
千

円
以
上
も
あ
る
。

動画視聴

⬅

●
市
道
清
掃
に
参
加
で
き
な

け
れ
ば
罰
金
を
取
る
。

●
「
区
に
入
っ
て
い
な
け
れ

ば
消
防
車
も
来
な
い
」
な
ど

嘘
を
言
っ
て
消
防
費
を
集
め

る
自
治
会
区
長
が
い
る
。

●
赤
い
羽
根
な
ど
多
数
決
で

寄
付
を
強
要
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
は
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

区
は
住
民
同
士
の
自

由
意
思
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ

て
い
る
任
意
の
団
体
で
あ
る
。

募
金
は
あ
く
ま
で
も
任
意
の

取
扱
い
に
よ
る
と
考
え
て
い

る
。
市
は
適
切
な
取
扱
い
が

な
さ
れ
る
よ
う
、
周
知
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

指
定
ご
み
袋
を
廃
止
で
き
な

い
理
由
は

竹
原

　
指
定
ご
み
袋
の
30

円

は
市
の
手
出
し
だ
。

市
は
税
抜
き
年
間
２
０
０

万
円
、
市
民
は
１
０
０
０
万

円
ほ
ど
燃
や
す
ご
み
袋
に
費

や
し
て
い
る
。
無
駄
を
廃
止

し
な
い
理
由
を
問
う
。

市
長　

半
透
明
の
袋
だ
と

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
ご
み
出

し
が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。
指
定
ご
み
袋
は
強
度
が

確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
破
れ

に
く
く
散
乱
な
ど
の
リ
ス
ク

が
少
な
い
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
。
指
定
ご
み
袋
導

入
は
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
思
で
決
定
さ
れ
た
と
い
う

歴
史
的
背
景
が
あ
る
。
先
人

た
ち
の
大
切
な
意
思
を
引
き

続
き
尊
重
し
、
指
定
ご
み
袋

制
を
引
き
続
き
維
持
し
た
い
。

阿久根は75％が月額1,000円以上　１区は０円

答次年度以降は検討する

答任意の適切取扱い周知を

問産業祭を風テラスで

問負担金や寄付罰金の強要

山田　勝　議員

竹原　信一　議員

産
業
祭
の
場
所

産
業
祭
の
場
所

自
治
会
の
問
題

自
治
会
の
問
題

あなたの地域は月額いくら？

※Ｊタウンネット調べ
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中
面

　
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、

エ
ア
コ
ン
は
生
活
必
需
品
。

こ
れ
ら
の
電
化
製
品
は
十
年

経
て
ば
買
い
替
え
の
時
期
が

く
る
。
国
民
年
金
だ
け
で
生

活
し
て
い
る
高
齢
者
は
、
月

の
支
給
額
が
５
〜
６
万
円
で
、

生
活
費
に
充
て
る
だ
け
で
精

い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
世
帯
が
、
電
化
製
品
の

買
い
替
え
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
、
も
う
65

歳
以

白
石

　
応
募
書
類
提
出
し
な

か
っ
た
Ｈ
Ｋ
Ｒ
社
は
、
要
項

で
は
応
募
無
効
だ
が
。

財
政
課
長　

提
出
な
か
っ
た

が
無
効
と
し
て
い
な
い
。

白
石

　
ル
ー
ル
守
ら
ぬ
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
だ
。

市
長　

多
く
の
意
見
聞
く
趣

旨
で
の
取
り
扱
い
だ
。

白
石

　
市
民
事
業
者
の
応
募

書
類
は
選
定
委
員
に
配
布
せ

ず
、
行
政
の
善
管
注
意
義
務

動画視聴

⬅

動画視聴

⬅

上
の
高
齢
者
に
は
通
常
の
金

融
機
関
は
お
金
を
貸
し
て
く

れ
な
い
。

ま
た
、
予
測
も
つ
か
な
い

病
気
に
よ
る
高
額
な
療
養
経

費
も
、
低
所
得
者
に
と
っ
て

負
担
は
大
き
く
不
安
で
あ
る
。

現
在
、
市
や
県
が
実
施
し

て
い
る
生
活
福
祉
資
金
の
貸

付
制
度
が
あ
る
が
、
資
金
の

種
類
や
使
い
道
、
貸
付
限
度

額
等
に
制
限
が
あ
っ
た
り
、

国
の
制
度
に
準
ず
る
た
め
、

申
請
や
審
査
に
時
間
が
掛
か

る
な
ど
使
い
勝
手
が
悪
い
。

そ
こ
で
、
市
民
の
要
望
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
な

違
反
だ
。
そ
の
応
募
書
類
を

市
長
が
初
め
て
見
た
の
は
他

の
委
員
同
様
、
昨
年
６
月
の

第
３
回
選
定
委
員
会
か
。

市
長　

確
認
の
必
要
が
あ
る
。

こ
の
場
で
即
答
で
き
な
い
。

白
石

　
６
月
１
日
、
市
長
方

針
と
し
て
Ｈ
Ｋ
Ｒ
社
と
の
協

定
締
結
表
明
し
た
が
、
そ
の

時
も
市
民
事
業
者
の
書
類
は

見
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

市
長　

記
憶
が
定
か
で
な
い

が
、
確
実
に
見
て
い
る
と
考

え
る
。
い
つ
か
と
言
わ
れ
る

と
明
確
な
答
弁
が
で
き
な
い
。

白
石

　
複
数
の
選
定
委
員
か

ら
「
白
紙
に
戻
っ
た
。
地
元

事
業
者
の
構
想
は
捨
て
が
た

い
、
置
い
て
け
ぼ
り
に
さ
れ

て
い
る
」
等
の
発
言
は
、
市

結
論
と
１
８
０
度
異
な
る
が
。

市
長　

前
向
き
な
意
見
も
後

ろ
向
き
な
意
見
も
あ
る
。

白
石

　
Ｈ
Ｋ
Ｒ
親
会
社
の
株

式
を
中
国
政
府
が
所
有
し
て

い
る
か
把
握
し
て
い
る
か
。

財
政
課
長　

し
て
い
な
い
。

川
内
原
発
　
原
子
炉
建
屋
は

白
石

　
航
空
機
衝
突
に
耐
え

ら
れ
な
い
と
言
う
が
心
配
は
。

市
長　

万
が
一
衝
突
で
損
傷

の
場
合
、
屋
内
避
難
や
一
時

移
転
な
ど
措
置
を
実
施
す
る
。

（Photo: Matt Sheehan/The World Post-Huffington Post）

27年後１国２制度の期限迎える香港は、中国

政府の影響が先行き不透明に。観光開発計画

を香港企業と協働で行うことに安全保障リス

クはないか。

社
会
福
祉
資
金
貸
付
の
た
め

の
、
市
独
自
の
基
金
を
創
設

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
財
源

は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
で

き
な
い
か
。

市
長　

県
が
実
施
し
て
い
る

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
も

貸
付
種
類
が
二
十
二
種
類
あ

り
、
充
実
し
て
き
て
い
る
。

市
社
協
の
制
度
を
活
用
で
き

な
い
場
合
は
、
市
社
協
や
県

の
方
に
相
談
す
る
な
ど
、
利

用
者
に
対
し
て
、
も
っ
と
適

切
に
、
そ
し
て
、
よ
り
多
く

の
方
々
に
案
内
、
周
知
を
実

施
す
る
こ
と
で
現
在
の
制
度

の
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

答現在の制度の活用を図る

答把握していない

問市独自の基金創設は

問ＨＫＲ株　中国政府所有は

中面　幸人　議員

白石　純一　議員

生
活
福
祉
資
金

生
活
福
祉
資
金

国
宿
舎
跡
公
募

国
宿
舎
跡
公
募

【主な生活福祉資金の種類】

資金の種類 資金の目的

総合

支援

資金

生活支援費 生活再建までの間に必要な生活費用

住宅入居費
敷金、礼金など住宅の賃貸契約を結

ぶために必要な費用

一時生活再

建費

生活再建に一時的に必要かつ日常生

活費で賄うことが困難である費用

福祉

資金

福祉費

生業、病気療養、住宅の増改築や補

修、福祉用具等の購入、介護・障害

者サービスに必要な経費など

緊急小口資

金

緊急かつ一時的に生計の維持が困難

となった場合に貸し付ける少額の費

用

教育

支援

資金

教育支援費

低所得者世帯の子どもが高校や高

専、大学などに修学するたに必要な

経費

就学支度費

低所得者世帯の子どもが高校や高

専、大学などに入学するたに必要な

経費
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「
昔
と
比
べ
て
雪
が
積
も

ら
な
く
な
っ
た
」
と
よ
く
聞

き
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
国
連
に
お
い
て
温

暖
化
対
策
を
涙
な
が
ら
に
訴

え
た
16
歳
の
グ
レ
タ
さ
ん
が

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
世
界

は
、
経
済
活
動
重
視
か
ら
環

境
問
題
を
積
極
的
に
考
慮
し

た
政
策
に
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も

の
が
国
連
が
提
唱
し
て
い
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
す
。
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
」
と
訳
さ
れ

日
本
で
も
静
か
な
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
環
境
と
経
済
の
あ
り
方
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
委
員
　
竹
之
内
　
和
満
）

発
行
責
任
者

議

長　

野
畑　
　

直

広
報
広
聴
委
員
会

委

員

長　

白
石　

純
一

副
委
員
長　

濵
﨑　

國
治

委

員　

竹
之
内
和
満

〃

　

川
上　

洋
一

〃

　

濱
門　

明
典

〃

　

岩
﨑　

健
二

（２月）

27日　本会議（提案説明・質疑）

28日　委員会（補正予算・条例）

（３月）

２日　委員会（補正予算・条例）

５日　本会議（一般質問）

６日　本会議（一般質問）

９日　本会議（審査報告・表決）

13日　委員会（当初予算）

16日　委員会（当初予算）

17日　委員会（当初予算）

18日　委員会（当初予算）

25日　本会議（審査報告・表決）

※変更になる場合があります。

市議会は、市の予算や施策に

ついて話し合い、決定する大切

な場所です。ぜひ傍聴にお越し

ください。

来られない方は、市ホーム

ページ内、市議会ページの議会

中継、中継録画をご利用くださ

い。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か

議会生中継への二次元

コードはこちら　　→

中継録画への二次元

コードはこちら　→

学校の社会科見学やPTA、各種団体等の研修でも傍聴できます。
会議録は市役所・三笠支所・大川出張所・図書館で閲覧できます。

傍聴席は市役所４階になります。

〈応募内容〉

①　クイズ Q１，２，３の答え

②　議会だよりへの感想か市政へのご意見・ご要望

③　住所・氏名・性別・年齢・電話番号を記入頂き、右

記のいずれかの方法で応募下さい。

④　応募締切は３月13日です。（消印有効）

＊ご感想・ご意見・ご要望は誌面でご紹介

させていただく場合があります。

〈応募方法〉

・ハガキ：〒８９９－１６９６

阿久根市鶴見町２００番地

阿久根市役所議会事務局宛

・ＦＡＸ：０９９６－７２－２０２９

・メール：gikai@city.akune.kagoshima.jp

〈応募資格〉

阿久根市民に限ります。

議会だよりの内容から出題されるクイズにチャレンジしてみませんか。答えはこの議会だよりの中に。

よく読んで答えを見つけてみよう！正解者の中から５名様に商品券（1,000円）が当たります。

Ｑ１　脇本地区（　Ａ　）漁港内へのトイレ設置を要望する（　Ｂ　）が採択された。

Ｑ２　首長や議員の不適当な発言や言動に対し、責任を問う必要があると議会が判断した場合に提

出されるのは（　Ｃ　）決議である。

Ｑ３　（　Ｄ　）と語る会は（　Ｅ　）地区に総数182名の市民の参加を得て開催された。

＊（　Ｅ　）には数字が入ります。

～前回（204）の答え～

Ｑ１　幼保　/　Ｑ２　森林　/　Ｑ３　討論

クイズ 議会だよりfrom

３月定例会のお知らせ３月定例会のお知らせ
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